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男子リーグ戦結果報告　

  月 1 4 ~ 1 6 日にかけて、男子春季Dブロック対抗戦が行われました。修士 2年

本田、 4年山下、 3年山田・今井・長谷川・野寄・潮田、2年依田の計8名が出

場し、2日間トータル8 4 3ストロークで6位という結果になりました。

今回のリーグ戦は、レギュラーメンバーのほとんどが初出場という厳しい状況

ではありましたが、「Cリーグ昇格」を目標に掲げ、必死に練習を重ねて参り

ました。強化合宿では8 3 0ストローク、直前のレギュラー合宿では8 1 5ストロ

ークと、着実にチームスコアを縮め、手応えを感じて本番に臨みました。しか

し、結果はなんとかDリーグに残留するという、非常に悔しく、力不足を痛感

するものとなりました。日頃から応援をしてくださっている皆様のご期待に沿

えず、大変申し訳ございません。ですが、２日間とも、どんなに苦しい状況に

追い込まれても、チームの誰一人として諦めることなく、最後まで必死に戦い

抜いてくれました。試合終了後、悔しさで涙を流す部員たちの姿を見て、私は

このチームの主将として、彼らを心から誇りに思いました。

リーグ戦の悔しさは、やはりリーグ戦の舞台でしか晴らすことはできません。

私にとっては、泣いても笑ってもこれが最後の1年、次の秋が最後のリーグ戦

となります。この最高のメンバーと共に、最後は全員で笑って嬉し涙を流せる

よう、秋季リーグ戦でのCリーグ昇格に向けて、死に物狂いでゴルフに打ち込

んで参ります。

OB・OGの皆様におかれましては、今後とも変わらぬご指導ご鞭撻を賜りま　　

すよう、何卒よろしくお願い申し上げます。

文責　山下④
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　女子リーグ戦結果報告　
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  月21~23日にかけて、益子カントリー倶楽部にて女子春季Dリーグ対抗

戦が行われ、一橋大学は第7位でEブロック降格となりました。

Dブロック残留のためには、3人が1Rあたり80台後半で回る必要があ

り、短い期間で大幅に実力をあげるべく、レギュラー全員が懸命に練習

を積んで参りました。4月半ばの練習ラウンドでは、目標とするチームス

コアを出せるかもしれないという好感触を得たこともあり、心を躍らせ

ながら各プレイヤーが試合に望みました。しかし、実際には目標とする

スコアには遠く及ばず、降格という結果になってしまい、本当に悔しく

てなりません。

一方で、チーム戦としてリーグ戦に取り組めるようになった近年の女子

部の盛り上がりは非常に嬉しく思います。

秋季リーグ戦ではこのチームとしての良い意識をベースに、アベレージ

スコアを上げて、Dブロック昇格を目指しますので、応援のほどよろし

くお願い申し上げます。

文責　李④
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  月 2 7日に所様のご招待に与り、半兵衛ガーデンにて行われたヴィオラコ

ンサートに、3年の山田と野寄の２名が出席させていただきました。当日

は会場が満席となる盛況ぶりで、時間を忘れるような優雅な演奏が響き渡

っていました。私自身、間近でヴィオラの演奏を聴くのは初めてでした

が、重厚感と繊細さ、そして跳ねるような音色まで、まるでヴィオラその

ものが感情を表現をしているかのような感覚を覚え、深く感銘を受けまし

た。

このような機会をいただけて大変光栄であるとともに、こうした芸術に触れて教

養を身に着け、ゴルフ以外の部分での成長もぜひお見せできればと感じておりま

す。

所様からの温かいお心遣いを励みに、部員一丸となってゴルフ部としての活動に

励んでまいりますので、引き続きご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げま

す。

文責　山田③
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６　月2日、栃木県にある東都栃木カントリークラブにて月例ラウンドを実施いた
しました。

台風接近による天候への不安はあったものの、当日の雨は小雨程度で終始問題な

くプレーを進めることができました。

コースでは小さなグリーンへの対応が大きな課題となりました。思うようにグリ

ーンに乗らない状況のなかで、「次の一打を見据えてどこにボールを置くべきか」

というマネジメントの重要性を再確認し、非常に有意義な経験を積むことができ

ました。

この経験を糧として、今後も日々の練習に励んでまいります。

文責　棚町②



　岡田会　
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６  月6日と7日の2日間、山梨県にて岡田会が開催され、3年の山田と2年の高
野、増田が参加しました。

1日目は、 フォレスト鳴沢ゴルフ＆カントリークラブにて岡田様からアプロ

ーチショットとバンカーショットについてご教示いただきました。私として

は、今まで間違っていた方法でアプローチショットやバンカーショットをし

ていたことを自覚できた、学びのある一日となりました。

2日目は富士レイクサイドカントリー倶楽部にてラウンドをさせていただき

ました。芝目の強い難しいグリーンに苦戦し、いかに自分がいい加減なパッ

トをしていたかを痛感しました。

この2日間は、岡田様や、岡田様の周りの方とたくさん貴重なお話をさせて

いただき、社会人へまた一年近づいた私にとって大変刺激的な二日間となり

ました。このような大変貴重な機会を提供してくださったこと、心から感謝

を申し上げます。

文責　増田②



　関東学生ゴルフ選手権予選会　
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６  月9日と10日の２日間、ロックヒルゴルフクラブにて関東学生予選が行わ
れ、3年の山下と山田が出場いたしました。

今大会は強豪校の選手が多数出場しており、普段のリーグ戦では味わえない

非常にハイレベルなプレーを肌で感じることができました。特に、私と同組

でラウンドした東北福祉大学の選手が2日間通算11アンダーで優勝するな

ど、トップレベルのゴルフを間近で見られたことは、私たちにとって大きな

収穫となりました。

私たちがこのような貴重な経験を積むことができるのも、日頃より温かいご

支援をくださる緑風会の皆様のおかげです。心より感謝申し上げます。

今回の学びを糧に、秋季リーグ戦に向けてより一層、地に足をつけて練習に

励んでまいります。今後ともご指導ご鞭撻のほど、何卒よろしくお願い申し

上げます。

文責　山下④



　あじさいの花が雨に映える季節となりました。OB・OGの皆様におかれまして

は、すこやかに日々をお過ごしのことと拝察いたします。

　先日、春季リーグ戦が幕を閉じました。結果は決して満足のいくものばかりで

はございませんでしたが、一打の重みと向き合い、最後の一ホールまで粘り強く

戦い抜いた部員一人ひとりの姿に、確かな成長の手応えを感じております。勝負

の場で味わった悔しさも、声を掛け合って戦った高揚も、そのすべてが次への糧

でございます。この経験を、今後の飛躍へと繋げていく所存です。

　まもなく梅雨を迎え、思うようにクラブを振れぬ日も増えてまいりますが、こ

うした時期こそ、スイングの見直しや体づくり、そして仲間との対話に時間をか

け、足元を固める好機と捉えております。夏には合宿が控えております。この時

期に積み重ねた地道な努力を、必ず秋のリーグ戦へと繋げてまいります。

　私たちが今こうして練習に打ち込めますのは、ひとえにOB・OGの皆様がこの

部を大切に守り続けてくださったおかげと、改めて深く感謝申し上げます。季節

の変わり目、雨や蒸し暑さの続く時節でございます。皆様におかれましては、何

卒お体ご自愛くださいませ。今後とも変わらぬご指導ご鞭撻を賜りますよう、心

よりお願い申し上げます。

　　　広報担当：４年田中雄也

３年松本明香凜・山田夏歌・山田成彰

２年増田葉夏・高野絵里・山浦輝貴　

９

H U G C  n e w s l e t t e r

編集後記


	HUGC newsletter
	緑風会会報
	2026年6月号
	男子リーグ戦結果報告　
	月14~16日にかけて、男子春季Dブロック対抗戦が行われました。修士2年本田、4年山下、3年山田・今井・長谷川・野寄・潮田、2年依田の計8名が出場し、2日間トータル843ストロークで6位という結果になりました。
	今回のリーグ戦は、レギュラーメンバーのほとんどが初出場という厳しい状況ではありましたが、「Cリーグ昇格」を目標に掲げ、必死に練習を重ねて参りました。強化合宿では830ストローク、直前のレギュラー合宿では815ストロークと、着実にチームスコアを縮め、手応えを感じて本番に臨みました。しかし、結果はなんとかDリーグに残留するという、非常に悔しく、力不足を痛感するものとなりました。日頃から応援をしてくださっている皆様のご期待に沿えず、大変申し訳ございません。ですが、２日間とも、どんなに苦しい状況に追い込まれても、チームの誰一人として諦めることなく、最後まで必死に戦い抜いてくれました。試合終了後、悔しさで涙を流す部員たちの姿を見て、私はこのチームの主将として、彼らを心から誇りに思いました。
	リーグ戦の悔しさは、やはりリーグ戦の舞台でしか晴らすことはできません。私にとっては、泣いても笑ってもこれが最後の1年、次の秋が最後のリーグ戦となります。この最高のメンバーと共に、最後は全員で笑って嬉し涙を流せるよう、秋季リーグ戦でのCリーグ昇格に向けて、死に物狂いでゴルフに打ち込んで参ります。
	OB・OGの皆様におかれましては、今後とも変わらぬご指導ご鞭撻を賜りま　　すよう、何卒よろしくお願い申し上げます。
	文責　山下④



	　男子リーグ戦結果
	　女子リーグ戦結果報告　
	月21~23日にかけて、益子カントリー倶楽部にて女子春季Dリーグ対抗戦が行われ、一橋大学は第7位でEブロック降格となりました。
	Dブロック残留のためには、3人が1Rあたり80台後半で回る必要があり、短い期間で大幅に実力をあげるべく、レギュラー全員が懸命に練習を積んで参りました。4月半ばの練習ラウンドでは、目標とするチームスコアを出せるかもしれないという好感触を得たこともあり、心を躍らせながら各プレイヤーが試合に望みました。しかし、実際には目標とするスコアには遠く及ばず、降格という結果になってしまい、本当に悔しくてなりません。
	一方で、チーム戦としてリーグ戦に取り組めるようになった近年の女子部の盛り上がりは非常に嬉しく思います。

	秋季リーグ戦ではこのチームとしての良い意識をベースに、アベレージスコアを上げて、Dブロック昇格を目指しますので、応援のほどよろしくお願い申し上げます。 文責　李④

	　女子リーグ戦結果　
	　所さんのコンサート　
	　   月27日に所様のご招待に与り、半兵衛ガーデンにて行われたヴィオラコンサートに、3年の山田と野寄の２名が出席させていただきました。当日は会場が満席となる盛況ぶりで、時間を忘れるような優雅な演奏が響き渡っていました。私自身、間近でヴィオラの演奏を聴くのは初めてでしたが、重厚感と繊細さ、そして跳ねるような音色まで、まるでヴィオラそのものが感情を表現をしているかのような感覚を覚え、深く感銘を受けました。 このような機会をいただけて大変光栄であるとともに、こうした芸術に触れて教養を身に着け、ゴルフ以外の部分での成長もぜひお見せできればと感じております。 所様からの温かいお心遣いを励みに、部員一丸となってゴルフ部としての活動に励んでまいりますので、引き続きご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。 文責　山田③

	　部内月例　
	　岡田会　
	月6日と7日の2日間、山梨県にて岡田会が開催され、3年の山田と2年の高野、増田が参加しました。
	1日目は、 フォレスト鳴沢ゴルフ＆カントリークラブにて岡田様からアプローチショットとバンカーショットについてご教示いただきました。私としては、今まで間違っていた方法でアプローチショットやバンカーショットをしていたことを自覚できた、学びのある一日となりました。 2日目は富士レイクサイドカントリー倶楽部にてラウンドをさせていただきました。芝目の強い難しいグリーンに苦戦し、いかに自分がいい加減なパットをしていたかを痛感しました。
	この2日間は、岡田様や、岡田様の周りの方とたくさん貴重なお話をさせていただき、社会人へまた一年近づいた私にとって大変刺激的な二日間となりました。このような大変貴重な機会を提供してくださったこと、心から感謝を申し上げます。 文責　増田②

	　関東学生ゴルフ選手権予選会　
	月9日と10日の２日間、ロックヒルゴルフクラブにて関東学生予選が行われ、3年の山下と山田が出場いたしました。
	今大会は強豪校の選手が多数出場しており、普段のリーグ戦では味わえない非常にハイレベルなプレーを肌で感じることができました。特に、私と同組でラウンドした東北福祉大学の選手が2日間通算11アンダーで優勝するなど、トップレベルのゴルフを間近で見られたことは、私たちにとって大きな収穫となりました。
	私たちがこのような貴重な経験を積むことができるのも、日頃より温かいご支援をくださる緑風会の皆様のおかげです。心より感謝申し上げます。 今回の学びを糧に、秋季リーグ戦に向けてより一層、地に足をつけて練習に励んでまいります。今後ともご指導ご鞭撻のほど、何卒よろしくお願い申し上げます。 文責　山下④

	編集後記
	　あじさいの花が雨に映える季節となりました。OB・OGの皆様におかれましては、すこやかに日々をお過ごしのことと拝察いたします。
	　先日、春季リーグ戦が幕を閉じました。結果は決して満足のいくものばかりではございませんでしたが、一打の重みと向き合い、最後の一ホールまで粘り強く戦い抜いた部員一人ひとりの姿に、確かな成長の手応えを感じております。勝負の場で味わった悔しさも、声を掛け合って戦った高揚も、そのすべてが次への糧でございます。この経験を、今後の飛躍へと繋げていく所存です。
	　まもなく梅雨を迎え、思うようにクラブを振れぬ日も増えてまいりますが、こうした時期こそ、スイングの見直しや体づくり、そして仲間との対話に時間をかけ、足元を固める好機と捉えております。夏には合宿が控えております。この時期に積み重ねた地道な努力を、必ず秋のリーグ戦へと繋げてまいります。

	　私たちが今こうして練習に打ち込めますのは、ひとえにOB・OGの皆様がこの部を大切に守り続けてくださったおかげと、改めて深く感謝申し上げます。季節の変わり目、雨や蒸し暑さの続く時節でございます。皆様におかれましては、何卒お体ご自愛くださいませ。今後とも変わらぬご指導ご鞭撻を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。
	　　　広報担当：４年田中雄也 ３年松本明香凜・山田夏歌・山田成彰 ２年増田葉夏・高野絵里・山浦輝貴　



